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して、国際的な MICE 産業の競争力強化のため、国として集中的な支援も MICE
誘致のポテンシャルの高い大都市に偏っている。2013 年 6 月には、東京、横浜
市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市、福岡市という 7 自治体がグローバル
MICE 都市として選ばれた。また、2015 年 6 月に札幌市、仙台市、千葉市、広島







































































370 229 147 269 153 153 195 108 97 119 96
(官公庁のホームパージの情報より作成)
グローバル MICE 都市とグローバル MICE 強化都市に入っている都市が人口大
体 100 万人以上の大都市である。
本研究では、国際 MICE の誘致において、それぞれの都市の MICE 誘致の格差
に影響を与える要素を具体的な事例から明らかにしようとしている。地方都市
の MICE の活性化が日本 MICE の活性化の鍵であると筆者は考えるため、地方都
市の MICE を研究対象とする。
3 観光庁「地域における国際会議誘致に関するアンケート調査」(平成 28 年 3 月 地域の
特性を活かした MICE の推進に係る調査事業報告書」
61-2 研究目的




(人口 10 万～30 万)の現状を把握し、抽出した 3 都市の CB を対象に、国際 MICE
の誘致に大きな影響を与える要素を明らかにする。































本論文は、5 章で構成される。第 1 章では、研究の背景と目的、既往研究の
整理と論文構成、調査方法を記した。
第 2 章では、地方都市における MICE の概要を把握し、研究対象とする CB を
抽出する。
第 3 章では、抽出した 3 都市（松江市、福井市、山形市）の CB を対象に、国
際 MICE の開催に影響を与える要因を明らかにする。プレ調査として、EXPO ミ
ーティング 2016 に集まる人口 10〜30 万人の地方都市の CB 担当者に MICE の取
り組み現状について、簡易インタビュー調査を行った。調査から得られた情報















人口 10 万から 30 万までの松江市、福井市、山形市 3 都市の CB を研究対象とし
て抽出した。
まだ EXPO ミーティング 2016 に集まる人口 10 万から 30 万人の地方都市の CB
担当者に対して簡易なインタービュー調査を行った(5 都市)。その結果、現在





第 2 章 研究対象地を選択した経緯
2-1 目的
2 章では、筆者の研究対象地となる人口 10 万から 30 万人以内の都市のうち
に、3 都市を取り上げた理由を明らかにする。








うち「法定人口が 20 万人以上」の要件を満たし、地方自治法第 252 条の 26 の
3 第 1 項に定める政令による特別指定を受けた市のこと。かつてあった大都市
制度の１つで、2015 年に制度としては廃止され、廃止時に特例市であった市の
うち中核市等に移行しなかった市は施行時特例市と呼ばれ経過措置がとられて










務を除き、特例市に対して移譲するものである。特例市制度は平成 12 年 4 月 1
日から施行、平成 27 年 4 月 1 日に廃止。特例市制度が廃止の際、現に特例市で
ある市(施行時特例市)が特例市としての事務を引き続き処理する。施行時特例
市は、平成 32 年 3 月 31 日まで人口 20 万人未満であっても中核市の指定を受け








(「地域の特性を活かした MICE の推進にかかわる調査事業報告書 平成 28 年 3
月」より作成)
表 2-3 国内モデル都市事例紹介では、地域独特の地域資源を活用することで
国際 MICE に取り組んでいる 6 つの都市が挙げられている。そのうち、山形市、
長岡市、松江市、別府市が人口 10 万から 30 万以内の施行時特例市である。そ








持っている 49 都市において、2010 年以降の主な会議開催実績と向こう数年の
主な会議開催予定をもとに、49 都市における国際会議実績と予定開催表を作っ
た。




















表 2-4 CB を有する都市 2010 年～2017 年までの主な国際会議開催回数
(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
16
表 2-5 松江 CB2010 年～2017 年までの主な開催実績と今後開催の予定
(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
17




表 2-7 福井観光 CB2012～2017 年までの主な開催実績と今後の開催予定
(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
19
表 2-8 山形 CB の主な開催実績と今後の開催予定
(「日本コンベンション都市ガイド ―施設の概要と公的支援―」より作成)
表 2-5、表 2-6、表 2-7、表 2-8 は松江、つくば、福井、山形 4 つのコンベン
ションビューローの開催実績と今後の開催予定である。コンベンションビュー
ローを有する人口 10 万～30 万までの地方中小都市の国際会議の開催実績と予
定開催の統計表により、開催回数が大きくほかの都市と離れている上位四位の
都市は松江市(15 回)、つくば市(13 回)、福井市(10 回)、山形市(9 回)である。
20
そして、この 4 つの都市は全部特例市(現在の施行時特例市)である。




松江 CB と福井観光 CB は島根県と福井県全体の国際会議をマネジメントする
ため(コンベンションビューローに確認済み)、松江 CB の国際会議の開催回数は
JNTO の「国内都市別 国際会議開催件数 一覧表」に掲載している松江市と浜
田市の開催回数の合計で示した。福井 CB の国際会議の開催回数は福井県を構成
する福井市、敦賀市、勝山市、あわら市、越前市、小浜市、鯖江市、永平寺町





山市 4 つの都市だけなので、山形市と上山市の合計回数を山形 CB の国際会議開
催回数としている。
表 2-9 のデータにより、つくば CB が開催する国際会議の数(645 回)はほかの






















ここでは、表 2-4 に掲載されている人口 10～30 万人の地方中小都市のうち
に、抽出した 4 都市を除き、残り 8 都市のうち、ミーティング EXPO2016 に出展
した 5 都市(表 2-4 の赤い丸を付けている都市)を対象に、国際会議を誘致する
際に重視する要素、CB の運営のシステム、エクスカーションの企画・運営、CB
が抱える課題等について、簡易なプレ調査を行った。










































































3-2-2 インタビュー調査を行った CB が国際会議誘致において大事な役割を果
たす要素に関する認識











3-3 3CB の国際 MICE の誘致・開催現状の把握と国際 MICE の誘致に大きな影響
を与える要因の分析
第 2 章で抽出した 3 都市において、国際 MICE の誘致に大きな影響を与える要
因を明らかにするため、プレ調査で得られた 5 都市の CB の国際会議誘致段階に
















目的ホールは最大収容人数はスクール形式で 350 人、シアター形式で 650 人で
ある。国際会議場は半円形会議場で、シアター形式で最大収容人数は 510 人で、
同時通訳機が四か国語対応可能である。







ール)のほかに大小の会議室を兼ね備えている。JR 松江駅より徒歩 20 分
















大ホール(最大 2000 名収容)・小ホール(最大 500 名収容)・会議室を保有する施
設で、大ホールはコンサートやパーティ、会議室は研修会や会議等様々な用途
に合わせ利用できる。









































である。最大収容人数は 3500 人で、２階の 400 席のところに同時通訳の設備が
付き、五か国語対応できる。


































































図 3-1 松江の国際 MICE 誘致・開催関係図
(松江コンベンションビューローへのインタビュー調査により作成)
図 3-2 福井の国際 MICE 誘致・開催関係図
(福井観光コンベンションビューローへのインタビュー調査により作成)
37




仕組み等に関する表を作成した。この表 3-4 をもとに、3CB の構成と行う業務
と運営仕組みを詳しく説明する。
松江コンベンションビューローが一般財団法人くにびきメッセが平成 3 年に
立ち上げ、その時から MICE の誘致をはじめた。そして、松江 CB は MICE の中の




らの補助が一切受けていない。松江 CB の従業員構成について、事務局長 1 人、
東京営業駐在 1 人、市からの出向 1 人、他の組織から期間限定のスタフー 1 人
38


















山形 CB は MICE の中の C を中心に MICE の誘致・開催を行っている。山形 CB
の運営資金は福井観光 CB と同じようにメインは県と市からの補助で、賛助委員
会からも一部出している。従業員については、山形 CB の方は全員プロパーで、

















































































福井市が国際 MICE の誘致を行うきっかけは福井県の外国人訪問客数が 47 都





























第 4 章 3CB の誘致事業、調査・企画事業の展開
4-1 目的
全体的に、松江、福井、山形コンベンションビューローが誘致事業、支援事









3CB の 11 年間の誘致事業経緯を把握するために、3CB が提供してくれた 11
年分の事業報告書をもとに、以下の 3 つのコンベンションビューロー誘致事業
の比較の表を作った。
表 4-1、4-2、4-3 において、A は CB 同士の取り組みや会議情報の共有のため
の連携事業、B は PR 事業で、詳細は B－が当該地域内のコンベンションに関連
主体に対する PR 事業、B が国内会議主催候補者に対する PR 事業、B＋が海外会
議主催候補者に PR する事業、C が CB の立地地域へのキーパーソンの招聘事業
である。
3 つの CB の誘致事業は、CB 同士の取り組みや会議情報の共有のための連携事
業、CB の支援内容等取り組みを当該地域内のコンベンションの関連主体、国内
会議主催候補者及び海外会議主催候補者に PR する事業、CB の立地地域へのキ
ーパーソンの招聘事業の 3 つに分けられることがわかった。
松江 CB はこの 3 つの項目について、継続的に 11 年間地道に誘致事業を行っ
ている。CB 同士の連携事業については、松江近郊の都市の CB やコンベンショ
45
ン推進機関だけではなく、遠方の CB との連携が多い。2013 年から松江 CB は海
外主催候補者を誘致するため、国際コンベンション誘致活動を始めた。また、
この 11 年間、松江 CB は継続的にキーパーソン招聘事業をやっており、数は徐々
に増えている。
表 4-1 松江 CB の誘致事業
表 4-2 山形 CB の誘致事業
46
表 4-3 福井 CB の誘致事業
(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成 )
山形 CB については、地域内向けの PR 事業で、地域での人脈づくりができ
てから、大都市への PR 事業や CB 同士の連携事業、キーパーソン招聘事業につ
いて、この 4 年間で一層注力し、徐々に誘致事業を戦略的に展開していた。
福井 CB について、11 年間継続的に CB 同士の連携事業、地域内のコンベンシ
ョン関連主体との情報交換や PR 事業、また国内主催候補者への PR 事業に取り
組んでいた。近年大都市への PR 事業に力を入れ、今後の戦略につなげる取り組
みが見られた。
CB 同士の連携事業については、3 つの CB が 11 年間継続的に取り組んでいる。
今後、当該都市の近くの地区の CB やコンベンション推進機関との連携だけでは
なく、遠方の地域の CB と連携にも注力すべきだと考えられる。また、山形 CB、





3 つのコンベンションビューローの 2005 年～2015 年まで 11 年間の調査・企
画事業の経緯を把握するために、3CB から提供を受けた 11 年分の事業報告書を
もとに、以下の 3 つのコンベンションビューロー調査・企画事業の比較の表を
作った。
表 4-4 松江 CB の調査・企画事業の比較
表 4-5 山形 CB の調査・企画事業の比較
表 4-6 福井 CB の調査・企画事業の比較
(3CB11 年間の事業報告書より作成)
調査・企画事業については、表 4-4、表 4-5、表 4-6 に示した。国際会議の開





















誘致に影響を与えるかということを解明するため、各 CB が提供してくれた 11





その効果は 2007～2008 年までの国際会議の開催回数が伸びた。2011 年から、




図 4.1 松江 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催回数






ていない。2005 年～2009 年まで、山形 CB の地元主催者への誘致訪問件数が急
速に増えいた。これは表 4-2 に書いたように、2005 年～2009 年までに山形 CB




ここから、山形 CB の MICE 誘致の重点はまだ地元の主催者に置いていると推察
された。
50
図 4.2 山形 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催回数
(山形 CB の 2005～2015 年まで 11 年間の事業報告書より作成)
図 4.3 福井観光 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催
回数






この 10 年間 3CB の国際会議の開催回数から見れば、山形 CB の国際会議の開
催回数は年 2 回くらいで、大きな変化は見られなかった。松江、福井 CB の国際
会議の開催回数は 10 年間に大きな変動があったが、年間開催回数は大体 2 回以
上で、近年山形での開催回数をはるかに上回っている。








第 5 章 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致のモデルになる仕組み
5-1 調査のまとめ








握し、研究対象とする松江 CB、福井 CB、山形 CB を抽出した。
第 3 章では、3 都市（松江市、福井市、山形市）の CB を対象に、国際 MICE
の誘致・開催に影響を与える要因について明らかにした。


















第４章では、松江市、山形市、福井市の CB の 2005 年～2015 年の事業報告書
を入手し、この内の主に誘致事業、調査・企画事業の精査を通じて、今後地方
都市で国際 MICE を推進するための知見を得て、提言を行った。




業、③CB の立地地域へのキーパーソンの招聘事業、の 3 つに分けられた。松江
CB はこの 3 項目について、ほぼ継続的に 11 年間地道に誘致事業を行っている。
山形 CB は、②の地域内向け PR 事業で人脈を構築後、大都市への PR 事業や CB
同士の連携事業、キーパーソン招聘事業にこの 4 年で一層注力し、徐々に誘致
事業を戦略的に展開していた。また、福井においては、11 年間継続に CB 同士
の連携事業、地域内のコンベンション関連主体との情報交換や地域内向け PR




は 3CB で同様に継続的に行われ、CB の基本業務であることが推察された。一方、
企画事業は、継続的に取り組む松江 CB、ここ数年実施している山形 CB など、













今回の調査により、人口 10 万～30 万人の地元に強い大学や研究機関が存在
する地方中小都市において、学術会議を中心とする国際会議の誘致形式は 3 つ
の形に分けられる。ルート 1 は地方中小都市の CB が地元の大学や研究機関に事
業説明会や情報交換会を行い、地元の研究者とのネットワークを構築する。ネ
ットワーク構築した地元の研究者がキーパーソンとして、所属する学会に PR

















必要である。福井、山形 CB は地元向けの PR 事業、国内大都市向けの PR 事業、
地元のコンベンションマーケティング調査、地域附近の CB 同士との連携事業に
重点を置いている(図 5.2 の実線の矢印)。
松江 CB は情報を取得するために、CB 同士との連携事業について、自都市の





























・松本 純, 2016, 「MICE 機能を通じた都市地域マネジメントの展開」, つく
ば大学社会システム・マネジメント,社会工学域,理工学群社会工学類都市計
画主専攻卒業論文
・岩崎邦彦, 2011,「地方都市の MICE 振興戦略-静岡県の取り組みからの示唆」,
観光研究 22(2),14-17,2011-03 日本観光研究学会
・観光庁, 2016, 「地域の特性を活かした MICE の推進に係る調査事業報告書」
・三村正法, 2014, 北海道大学経済学部, 経営学科卒業論文, 「地方都市の
MICE 成功の条件分析―ラリー北海道事例分析―」
・観光庁, 2016.3, 国内モデル都市事例紹介集(MICE), 「地域の特性を活かし
た MICE の推進に係る調査事業報告書」
・ JNTO, 「国内都市別 国際会議開催件数 一覧表」












第 1 章 はじめに
表 1-1 グローバル MICE 都市とグローバル MICE 強化都市の人数
(官公庁のホームパージの情報より作成)
図 1.1 「コンベンション参加者満足度モデル」の構造(岩崎,2011 より)
図 1.2 論文構成図
第２章 研究対象地を選択した経緯
表 2-1 都市分類(「MICE 機能を通じた都市地域マネジメントの展開」より)
表 2-2 表 2-2 現在指定都市・中核市・施行時特例市に属する市
(総務省地方公共団体の区分/中核市・施行時特例市より)
表 2-3 国内モデル都市事例紹介
(「地域の特性を活かした MICE の推進にかかわる調査事業報告書 平成 28 年 3
月」より作成)
表 2-4 CB を有する都市 2010 年～2017 年までの主な国際会議開催回数 (「日
本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
表 2-5 松江 CB2010 年～2017 年までの主な開催実績と今後開催の予定
(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
表 2-6 つくば観光コンベンション協会 2010～2017 年までの主な開催実績と今
後の開催予定
(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
表 2-7 福井観光 CB2012～2017 年までの主な開催実績と今後の開催予定
(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
表 2-8 山形 CB の主な開催実績と今後の開催予定
(「日本コンベンション都市ガイド ―施設の概要と公的支援―」より作成)
表 2-9 2005 年～2014 年まで、松江、つくば、福井、山形 CB の国際会議実際
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の開催回数 (「国内都市別 国際会議開催件数 一覧表」より作成)
第 3 章 国際 MICE の開催に影響する要因の分析
表 3-1 3 都市の宿泊施設分類
(松江コンベンションビューローパンフレット、福井コンベンション施設・宿泊
ガイド、山形コンベンション施設ガイドより作成)
表 3-2 3 都市交通アクセス
(松江、山形、福井 CB のホームページ情報より作成した)
表 3-3 3 の CB が抱える課題 (3CB へのインタビュー調査内容により作成)
図 3-1 松江の国際 MICE 誘致・開催関係図
(松江コンベンションビューローへのインタビュー調査により作成)
図 3-2 福井の国際 MICE 誘致・開催関係図
(福井観光コンベンションビューローへのインタビュー調査により作成)
図 3-3 山形の国際 MICE 誘致・開催関係図
(山形コンベンションビューローへのインタービュー調査より作成)
表 3-4 3CB の構成と行う業務と運営仕組み
(3CB へのインタビュー調査の内容により作成)




第 4 章 3CB の誘致事業、調査・企画事業の展開
表 4-1 松江 CB の誘致事業
(3CB の 2005 年～2015 年まで 10 年分事業報告書より作成)
表 4-2 山形 CB の誘致事業
(3CB の 2005 年～2015 年まで 10 年分事業報告書より作成)
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表 4-3 福井 CB の誘致事業
(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成)
表 4-4 松江 CB の調査・企画事業の比較
(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成)
表 4-5 山形 CB の調査・企画事業の比較
(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成)
表 4-6 福井 CB の調査・企画事業の比較
(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成)
図 4.1 松江 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催回数
(松江 CB の 2005～2015 年まで 11 年間の事業報告書より作成)
図 4.2 山形 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催回数
(山形 CB の 2005～2015 年まで 11 年間の事業報告書より作成)
図 4.3 福井観光 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催
回数 (福井 CB の 2005～2015 年まで 11 年間の事業報告書より作成)
第 5 章 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致仕組みの分析と今後の
提言
図 5.1 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致仕組み
図 5.2 CB が国際会議の主催者に誘致訪問を行うための国際会議に関する情報
取得対象
